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(57)【要約】
【課題】　混色および光損失を防止することができる表
示装置を提供する。
【解決手段】　一実施形態による表示装置は、第１サブ
画素領域及び前記第１サブ画素領域の一側に隣接する第
２サブ画素領域を備えた基板、前記基板上に備えられ、
前記第１サブ画素領域に備えられた第１サブ電極と前記
第２サブ画素領域に備えられた第２サブ電極を含む第１
電極、前記第１電極上に配置された有機発光層、前記有
機発光層上に配置された第２電極、前記第１サブ電極と
前記第２サブ電極の間に備えられ、前記第１サブ画素領
域と前記第２サブ画素領域を区分するバンク、及び前記
バンク上に備えられ前記有機発光層と接する反射部を含
む。
【選択図】図１ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１サブ画素領域、及び前記第１サブ画素領域の一側に隣接する第２サブ画素領域を備
えた基板と、
　前記基板上に備えられ、前記第１サブ画素領域に備えられた第１サブ電極、及び前記第
２サブ画素領域に備えられた第２サブ電極を含む第１電極と、
　前記第１電極上に配置された有機発光層と、
　前記有機発光層上に配置された第２電極と、
　前記第１サブ電極と前記第２サブ電極の間に備えられ、前記第１サブ画素領域と前記第
２サブ画素領域を区分するバンクと、
　前記バンク上に備えられ前記有機発光層と接する反射部とを含む、表示装置。
【請求項２】
　前記有機発光層が、複数の有機層を含み、前記反射部と接しながら前記反射部の下に備
えられた有機層は、光異性化有機物を含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記反射部が、前記有機発光層の内部に配置された、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記有機発光層が、複数の有機層を含み、前記反射部は、前記複数の有機層の中のいず
れか二つの有機層の間に備えられた、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記複数の有機層が、第１正孔輸送層、第１色の光を発光する第１発光層、及び第１電
子輸送層を含んでなる第１スタック、第２正孔輸送層、第２色の光を発光する第２発光層
、および第２電子輸送層を含んでなる第２スタック、及び前記第１スタックと第２スタッ
クの間に備えられた電荷生成層を含み、
　前記反射部は、前記第１電子輸送層の上面に備えられた、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１電子輸送層が、光異性化有機物を含む、請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記反射部が、前記有機発光層の上面に配置された、請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記有機発光層が、正孔輸送層、発光層、および電子輸送層を含み、
　前記反射部は、前記電子輸送層の上面に備えられた、請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記電子輸送層が、光異性化有機物を含む、請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記反射部が、前記有機発光層の内部に備えられた第１層、及び前記第１層と離隔しな
がら前記有機発光層の内部または上面に備えられた第２層を含む複数の層を備える、請求
項１に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記反射部が金属を含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記バンクが、上面及び前記上面から前記第１サブ電極の上面に延在した第１傾斜面を
含み、
　前記反射部は、前記第１傾斜面上に配置された第１反射部を含む、請求項１に記載の表
示装置。
【請求項１３】
　前記第１反射部が、前記バンクの上面まで延在した、請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記バンクが、前記上面から前記第２サブ電極の上面に延在した第２傾斜面を含み、
　前記反射部は、前記第２傾斜面上に配置された第２反射部を含む、請求項１２に記載の
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表示装置。
【請求項１５】
　前記第２反射部が、前記バンクの上面まで延在した、請求項１４に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記第２反射部と前記第１反射部が、前記バンクの上面で互いに離隔した、請求項１５
に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記基板の前方に配置され、前記サブ画素領域に表示される映像を拡大するための複数
のレンズを含むレンズアレイ、及び前記基板と前記レンズアレイを収納するための収納ケ
ースをさらに含む請求項１～１６のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、映像を表示する表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　情報化社会が発展するにつれて、映像を表示するための表示装置への要求が様々な形で
高まっている。これにより、最近では液晶表示装置（ＬＣＤ、Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示装置（ＰＤＰ、Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　
Ｐａｎｅｌ）、有機発光表示装置（ＯＬＥＤ、Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔ
ｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）など複数の表示装置が活用されている。
【０００３】
　表示装置のうち、有機発光表示装置は、自己発光型であって、液晶表示装置（ＬＣＤ）
に比べて視野角、コントラスト比などに優れており、別途のバックライトを必要としない
ため軽量薄型化が可能であり、消費電力において有利な長所がある。また、有機発光表示
装置は、直流低電圧駆動が可能であり、応答速度が速く、特に製造コストが安価であると
いう長所がある。
【０００４】
　最近では、このような有機発光表示装置を含むヘッドマウントディスプレイ（ｈｅａｄ
　ｍｏｕｎｔｅｄ　ｄｉｓｐｌａｙ）が開発されている（特許文献１参照）。ヘッドマウ
ントディスプレイ（Ｈｅａｄ　Ｍｏｕｎｔｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ，ＨＭＤ）は、メガネフ
レームやヘルメットの形態で着用して、使用者の目の前の近い距離に焦点が形成される仮
想現実（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ，ＶＲ）のメガネ型モニター装置である。
【０００５】
　一方、有機発光表示装置は、一定の角度以上で発光する光が隣接画素で発光したり、光
導波（Ｗａｖｅｇｕｉｄｅ）されて視野角による混色および光損失が発生する問題がある
。このような問題は、有機発光表示装置を含むヘッドマウントディスプレイ（ＨＭＤ）の
場合に、より深刻な問題になる。したがって、混色および光損失を防止することができる
超高解像度のヘッドマウントディスプレイの研究が活発に進められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１７－１０３２２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本出願は、混色および光損失を防止することができる表示装置を提供することを技術的
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本出願の一実施形態による表示装置は、第１サブ画素領域及び第１サブ画素領域の一側
に隣接する第２サブ画素領域を備えた基板、基板上に備えられ第１サブ画素領域に備えら
れた第１サブ電極、第２サブ画素領域に備えられた第２サブ電極を含む第１電極、第１電
極上に配置された有機発光層、有機発光層上に配置された第２電極、第１サブ電極と第２
サブ電極の間に備えられ、第１サブ画素領域と第２サブ画素領域を区分するバンク、およ
びバンク上に備えられ、有機発光層と接する反射部を含むことができる。
【０００９】
　本出願の他の実施形態による表示装置は、バンク上に有機発光層と接する反射部を備え
ることにより、第１サブ画素領域で発光した光がバンクを介して隣接した第２サブ画素領
域に入射することを防止するように、光を第１サブ画素領域の方に反射させて混色を防止
することができるだけでなく、光の損失を防止して光効率を向上させることができる。
【００１０】
　上述した本出願の効果に加えて、本出願の他の特徴および利点は、以下に記述した内容
および、そのような記述と説明から、本出願が属する技術分野で通常の知識を有する者に
明確に理解され得るだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１ａ】本出願の一実施例による表示装置の概略的な平面図である。
【図１ｂ】図１ａに示した線Ｉ－Ｉの概略的な断面図である。
【図１ｃ】図１ｂに示した線ＩＩ－ＩＩの概略的な層構造である。
【図１ｄ】光異性化有機物を用いた一例の化学構造である。
【図１ｅ】光異性化有機物を光に露出させた場合と露出させない場合の例示図である。
【図１ｆ】光異性化有機物を用いた金属の選択的パターニングの一例を示した図である。
【図２ａ】本出願の第２実施例に係る表示装置の概略的な断面図である。
【図２ｂ】図２ａに示した線ＩＩＩ－ＩＩＩの概略的な層構造である。
【図３】本出願の第３実施例に係る表示装置の概略的な断面図である。
【図４ａ】本出願の第４実施例に係る表示装置の概略的な断面図である。
【図４ｂ】図４ａに示した線ＩＶ－ＩＶの概略的な層構造である。
【図５ａ】本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
【図５ｂ】本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
【図５ｃ】本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
【図５ｄ】本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
【図５ｅ】本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
【図５ｆ】本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
【図５ｇ】本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
【図６ａ】本出願の一例による表示装置を示す例示図である。
【図６ｂ】図６ａの収納ケースの一例を示す例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本出願の利点と特徴、そしてそれらを達成する方法は添付される図と共に詳細に後述さ
れている例を参照すると明確になるだろう。しかし、本出願は、以下で開示される例に限
定されるものではなく、異なる多様な形態で構成されるものであり、単に本例は、本出願
の開示が完全になるようにし、本出願が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明の
範疇を完全に知らしめるために提供するものであり、本出願は、請求項の範疇によって定
義されるだけである。
【００１３】
　本出願の例を説明するために図で開示した形状、大きさ、比率、角度、数などは例示的
にすぎず、本出願が示した事項に限定されるものではない。明細書全体にわたって同一参
照符号は同一の構成要素を指す。また、本出願を説明するにおいて、関連する公知技術に
対する詳細な説明が本出願の要旨を不必要に曖昧にすると判断された場合、その詳細な説
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明は省略する。本出願で言及した「含む」、「有する」、「からなる」などが使用されて
いる場合は、「～だけ」が使用されていない限り、他の部分が追加され得る。構成要素を
単数で表現した場合に、特に明示的な記載事項がない限り、複数が含まれる場合を含む。
【００１４】
　構成要素を解釈するに当たり、別途の明示的な記載がなくても誤差の範囲を含むものと
解釈する。
【００１５】
　位置関係の説明である場合には、例えば、「～の上に」、「～の上部に」、「～の下部
に」、「～の隣に」などで、２つの部分の位置関係が説明されている場合は、「すぐに」
または「直接」が使用されていない限り、二つの部分の間に１つ以上の他の部分が位置す
ることもできる。
【００１６】
　第１、第２などが多様な構成要素を記述するために使用されるが、このような構成要素
はこのような用語によって制限されない。このような用語は、ただ一つの構成要素を他の
構成要素と区分するために使用されるものである。したがって、以下に記載されている第
１構成要素は、本出願の技術的思想内で第２構成要素であることも可能である。
【００１７】
　本出願の構成要素を説明するにあたって、第１、第２などの用語を使用することができ
る。このような用語は、その構成要素を他の構成要素と区分するためのもので、その用語
によって、その構成要素の本質、順序、順番または個数などが限定されない。一構成要素
が他の構成要素に「連結」、「結合」または「接続」すると記載されている場合、その構
成要素は、その他の構成要素に直接に連結したり、または接続することができるが、各構
成要素の間に他の構成要素が「介在」したり、各構成要素が他の構成要素を介して、「連
結」、「結合」または「接続」することができると理解されなければならない。
【００１８】
　本出願のいくつかの例のそれぞれの特徴が、部分的または全体的に互いに結合または組
み合わせ可能で、技術的に多様な連動およびと駆動が可能であり、それぞれの例が互いに
独立して実施可能であり得、関連した関係で一緒に実施することもできる。
【００１９】
　以下では、本出願による表示装置の例を添付した図を参照して詳細に説明する。各図の
構成要素に参照符号を付加するにおいて、同一の構成要素に対しては、たとえ他の図上に
表示されていても、可能な限り同一の符号を有することができる。
【００２０】
　図１ａは、本出願の一例による表示装置の概略的な平面図であり、図１ｂは、図１ａに
示した線Ｉ－Ｉの概略的な断面図である。図１ｃは、図１ｂに示した線ＩＩ－ＩＩの概略
的な層構造であり、図１ｄは、光異性化有機物を用いた一例の化学構造である。図１ｅは
、光異性化有機物を光に露出させる場合と露出させない場合の例示図であり、図１ｆは、
光異性化有機物を用いた金属の選択的パターニングの一例を示した図である。
【００２１】
　図１ａ～図１ｆを参照すると、本出願の一例による表示装置１は、基板２、回路素子層
３は、第１電極４、バンク５、有機発光層６は、第２電極７、および反射部８を含む。
【００２２】
　基板２は、プラスチックフィルム（ｐｌａｓｔｉｃ　ｆｉｌｍ）、ガラス基板（ｇｌａ
ｓｓ　ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）、またはシリコンのような半導体基板であり得る。
【００２３】
　基板２は、第１サブ画素領域２１及び第２サブ画素領域２２を含むことができる。一例
による第２サブ画素領域２２は、第１サブ画素領域２１の一側に隣接するように配置する
ことができる。
【００２４】
　図１ａを参照すると、第１サブ画素領域２１及び第２サブ画素領域２２は、ホワイトを
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含むさまざまな色の光を発光することができる。
【００２５】
　第１サブ画素領域２１及び第２サブ画素領域２２のそれぞれは、第１電極４、有機発光
層６及び第２電極７を備える有機発光素子を含むことができる。
【００２６】
　回路素子層３は、基板２の一面上に設けられる。回路素子層３は、複数個のトランジス
タ３１、３２、ゲートライン、データライン、及びサブ画素を含むことができる。サブ画
素は、ゲートラインとデータラインの交差構造によって定義される領域に設けられる。
【００２７】
　第１トランジスタ３１及び第２トランジスタ３２は、回路素子層３内に、個々のサブ画
素領域２１、２２ごとに配置される。一例による第１トランジスタ３１は、第１サブ画素
領域２１上に配置される第１サブ電極４１に接続して第１サブ画素領域２１に該当する色
の光を発光させるための駆動電圧を印加することができる。
【００２８】
　一例による第２トランジスタ３２は、第２サブ画素領域２２上に配置される第２サブ電
極４２に接続して第２サブ画素領域２２に該当する色の光を発光させるための駆動電圧を
印加することができる。
【００２９】
　一例による第１サブ画素領域２１及び第２サブ画素領域２２のそれぞれは、それぞれの
トランジスタ３１、３２を用いて、ゲートラインからのゲート信号が入力する場合、デー
タラインのデータ電圧によって、有機発光素子に所定の電流を供給する。これにより、第
１サブ画素領域２１及び前記第２サブ画素領域２２それぞれの有機発光素子は、所定の電
流によって所定の明るさで発光することができる。
【００３０】
　第１電極４は、基板２上に備えられる。一例による第１電極４は、アルミニウムとチタ
ンの積層構造（Ｔｉ／Ａｌ／Ｔｉ）、アルミニウムとＩＴＯの積層構造（ＩＴＯ／Ａｌ／
ＩＴＯ）、ＡＰＣ合金、およびＡＰＣ合金とＩＴＯの積層構造（ＩＴＯ／ＡＰＣ／ＩＴＯ
）のような反射率の高い金属物質を含んで形成することができる。ＡＰＣ合金は、銀（Ａ
ｇ）、パラジウム（Ｐｂ）、および銅（Ｃｕ）の合金である。第１電極４は、アノード（
ａｎｏｄｅ）であり得る。第１電極４は、第１サブ電極４１及び第２サブ電極４２を含む
ことができる。
【００３１】
　第１サブ電極４１は、第１サブ画素領域２１に備えられ得る。第１サブ電極４１は、回
路素子層３上に形成することができる。第１サブ電極４１は、回路素子層３を貫通するコ
ンタクトホールを介して、第１トランジスタ３１のソース電極に接続する。
【００３２】
　第２サブ電極４２は、第２サブ画素領域２２に備えられ得る。第２サブ電極４２は、回
路素子層３上に形成されることができる。第２サブ電極４２は、回路素子層３を貫通する
コンタクトホールを介して、第２トランジスタ３２のソース電極に接続する。
【００３３】
　図１ｂを参照すると、バンク５は、第１サブ電極４１と第２サブ電極４２の間に備えら
れる。バンク５は、第１サブ電極４１と第２サブ電極４２を囲むバンク領域（図１ａの斜
線を引いた部分）に含まれ得る。一例によるバンク５は、第１サブ画素領域２１と第２サ
ブ画素領域２２を区分するためのものである。バンク５は、サブ画素領域、すなわち、発
光部を定義する役割をする。また、バンク５が形成された領域は、光を発光しないので、
非発光部として定義することができる。バンク５は、アクリル樹脂（ａｃｒｙｌ　ｒｅｓ
ｉｎ）、エポキシ樹脂（ｅｐｏｘｙ　ｒｅｓｉｎ）、フェノール樹脂（ｐｈｅｎｏｌｉｃ
　ｒｅｓｉｎ）、ポリアミド樹脂（ｐｏｌｙａｍｉｓｅ　ｒｅｓｉｎ）、ポリイミド樹脂
（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ　ｒｅｓｉｎ）などの有機膜で形成することができる。第１電極４
とバンク５上には、有機発光層６が形成される。
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【００３４】
　図１ｂを参照すると、バンク５は、上面５１、第１傾斜面５２、及び第２傾斜面５３を
含むことができる。
【００３５】
　バンク５の上面５１は、バンク５で上側に位置した面である。
【００３６】
　バンク５の第１傾斜面５２は、上面５１から第１サブ電極４１の上面４１ａに延在した
面である。これにより、第１傾斜面５２と第１サブ電極４１の上面４１ａは、所定の角度
を成すことができる。所定の角度は、表示装置が高解像度で構成されることによってバン
クの幅が狭くなり、５０°以上９０°未満であり得る。バンクの幅は、サブ画素領域間の
間隔が狭くなることによって狭くなり得る。これにより、本出願の一例による表示装置１
は、第１サブ画素領域２１で発光した光がバンク５に全反射せずに、バンク５の内部に入
射することができる。したがって、本出願の一例による表示装置１は、バンク５の内部に
光が入射できないように、第１傾斜面５２上に反射部８を備えることにより、第１サブ画
素領域２１で発光してバンク５の方に移動する光を反射させて発光した光が前記第１サブ
画素領域２１に放出され得る。
【００３７】
　バンク５の第２傾斜面５３は、上面５１から第２サブ電極４２の上面４２ａに延在した
面である。これにより、第２傾斜面５３と第２サブ電極４２の上面４２ａは、所定の角度
をなすことができる。第２傾斜面５３と第２サブ電極４２の上面４２ａがなす角度は、第
１傾斜面５２と第１サブ電極４１の上面４１ａがなす角度と同じであり得る。したがって
、本出願の一例による表示装置１は、第２傾斜面５３を介して光がバンク５の内部に入射
できないように、第２傾斜面５３上に反射部８を備えることで、第２サブ画素領域２２で
発光してバンク５の方に移動する光を反射させて発光した光が前記第２サブ画素領域２２
に放出され得る。
【００３８】
　有機発光層６は、第１電極４上に配置される。一例による有機発光層６は、第１サブ画
素領域２１及び第２サブ画素領域２２に共通して形成される共通層であり、白色光を発光
する白色発光層であり得る。この場合、有機発光層６は、２スタック（ｓｔａｃｋ）以上
のタンデム構造で形成することができる。スタックはそれぞれ、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　
ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ，ＨＴＬ）、少なくとも一つの発光層（ｌｉｇｈ
ｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、および電子輸送層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ，ＥＴＬ）を含むことができる。第１電極４に高電位電圧
が印加され、第２電極７に低電位電圧が印加されると正孔と電子がそれぞれ正孔輸送層と
電子輸送層を介して有機発光層６に移動し、有機発光層６で互いに結合して発光すること
になる。
【００３９】
　例えば、有機発光層６は、複数の有機層からなり、複数の有機層は、第１スタック６１
、第２スタック６２、及び第１スタック６１と第２スタック６２間に備えられた電荷生成
層６３を含んでなり得る。第１スタック６１は、第１正孔輸送層６１１、第１色の光を発
光する第１発光層６１２、及び第１電子輸送層６１３を含み得る。第２スタック６２は、
第２正孔輸送層６２１、第２色の光を発光する第２発光層６２２、及び第２電子輸送層６
２３を含んでなり得る。
【００４０】
　さらに、スタック６１、６２の間には、電荷生成層６３が形成され得る。電荷生成層６
３は、第１スタック６１と隣接して位置するｎ型電荷生成層とｎ型電荷生成層上に形成さ
れて第２スタック６２と隣接して位置するｐ型電荷生成層を含むことができる。Ｎ型電荷
生成層は、第１スタック６１に電子（ｅｌｅｃｔｒｏｎ）を注入し、ｐ型電荷生成層は、
第２スタック６２に正孔（ｈｏｌｅ）を注入する。Ｎ型電荷生成層は、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、
またはＣｓなどのアルカリ金属、またはＭｇ、Ｓｒ、Ｂａ、またはＲａのようなアルカリ
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土類金属でドープされた有機層からなり得る。Ｐ型電荷生成層は、正孔輸送能力を有する
有機物質にドーパントをドーピングして形成することができる。
【００４１】
　有機発光層６には、反射部８が接することができる。一例による有機発光層６が複数の
有機層からなる場合、反射部８が接しながら前記反射部８の下に備えられた有機層は、光
異性化有機物を含むことができる。光異性化有機物は、金属の選択的蒸着が可能な物質で
ある。例えば、光異性化有機物は、フォトクロミック（Ｐｈｏｔｏ　Ｃｈｒｏｍｉｃ）で
あり得る。反射部８の下に備えられた有機層をフォトクロミックのような光異性化有機物
を含むことにより、有機発光層６の内部または上面にメタルを含む反射部８を容易に蒸着
させることができる。
【００４２】
　光異性化有機物についてもう少し詳しく見てみると、図１ｄは、光異性化有機物が電子
輸送層（ＥＴＬ）に含まれた場合を例に挙げたもので、下側は硫黄（Ｓ）とホウ素（Ｂ）
が化学的に結合した電子輸送層の化学的構造であり、上側は硫黄（Ｓ）とフッ素（Ｆ）が
化学的に結合した光異性化有機物の化学構造を示したものである。光異性化有機物を含む
電子輸送層をＵＶなどの光に露出させると、左側の図ように、金属が良好に蒸着される官
能基（Ｒ）を有する化学構造に異性化し得る。
【００４３】
　より詳細には、光異性化有機物が光に露出すると図１ｅの左側の図のように結晶核生成
（Ｎｕｃｌｅａｔｉｏｎ）が起きて金属物質が良好に蒸着され、光に露出していないと、
図１ｅの右側の図のように脱着（Ｄｅｓｏｒｐｔｉｏｎ）が起きて金属物質が十分に蒸着
されないことがあり得る。このような光異性化有機物は、光反応に対するガラス転移現象
が誘導されて相（Ｐｈａｓｅ）変化に伴う蒸着率変化が可能である。
【００４４】
　図１ｆの例において、最初の図の有機物層に２番目の図のように、光異性化有機物を蒸
着または塗布し、金属物質を蒸着させる部分にのみ選択的に光に露出させた後、３番目の
図のように、金属物質を蒸着すると光異性化有機物が異性化した領域にのみ金属物質が蒸
着される。
【００４５】
　したがって、本出願の一例による表示装置１は、金属の選択的蒸着を誘導する官能基（
Ｒ）が適用されたフォトクロミック材料を用いて金属の選択的パターニングが可能である
。このため、複雑な工程なしに容易に金属をパターニングすることができるだけでなく、
熱安定性が高く、多様な金属を蒸着、およびパターニングすることができる効果を有する
ことができる。
【００４６】
　第２電極７は、有機発光層６上に配置される。一例による第２電極７は、第１サブ画素
領域２１及び第２サブ画素領域２２に共通して形成される共通層である。第２電極７は、
光を透過させることができるＩＴＯ、ＩＺＯのような透明な金属物質（ＴＣＯ，Ｔｒａｎ
ｓｐａｒｅｎｔ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ）、またはマグネシウム（Ｍ
ｇ）、銀（Ａｇ）、またはマグネシウム（Ｍｇ）と、銀（Ａｇ）の合金のような半透過金
属物質（Ｓｅｍｉ－ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｖｅ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｅｒｉａ
ｌ）で形成することができる。
【００４７】
　第２電極７上には、封止層（Ｅｎｃａｐ　Ｌａｙｅｒ，ＥＬ）を形成することができる
。封止層（ＥＬ）は、有機発光層６と第２電極７に酸素または水分が浸透することを防止
する役割をする。このため、封止層（ＥＬ）は、少なくとも一つの無機膜と、少なくとも
一つの有機膜を含むことができる。
【００４８】
　例えば、封止層（ＥＬ）は、第１無機膜、有機膜、及び第２無機膜を含むことができる
。この場合、第１無機膜は、第２電極７を覆うように形成される。有機膜は、第１無機膜
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を覆うように形成される。有機膜は、異物（ｐａｒｔｉｃｌｅｓ）が第１無機膜を突き抜
けて、有機発光層６と第２電極７に投入されることを防止するために十分な厚さで形成す
ることが好ましい。第２無機膜は、有機膜を覆うように形成される。
【００４９】
　図１ｂには、説明の便宜上、第２電極７上に配置された封止層（Ｅｎｃａｐ　Ｌａｙｅ
ｒ，ＥＬ）までのみ示した。有機発光素子が白色有機発光素子のみを含む場合、赤色、緑
色、および青色を実現するための赤色、緑色、および青色のカラーフィルタを、封止層上
に配置することができる。ここで、前記カラーフィルタの間には、前記カラーフィルタを
区画するためのブラックマトリックス（ＢＭ）を配置することができる。有機発光素子が
赤色、緑色、および青色の光を発光する赤色、緑色、および青色の有機発光素子を含む場
合、赤色、および緑色及び青色カラーフィルターが、封止層上に配置されないことがあり
得る。
【００５０】
　再び図１ｂを参照すると、第１サブ画素領域２１で発光した光の殆どは、封止層（ＥＬ
）の方に放出され、一部は封止層（ＥＬ）の窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）の境界面で反射して
バンク５の方に再び入射し、他の一部は臨界角よりも大きな入射角を有する光が封止層（
ＥＬ）と第１電極４との間において全反射（以下、「光導波（ｗａｖｅｇｕｉｄｅ）」と
称する）し、バンク５の方向に光の経路が形成され得る。
【００５１】
　例えば、第１サブ画素領域２１で発光して封止層（ＥＬ）の窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）の
境界面で反射した光がバンク５の内部に入射すると、バンク５を透過して隣接した第２サ
ブ画素領域２２の第２サブ電極４２に反射して第２サブ画素領域２２の方に放出される。
この場合、第１サブ画素領域２１の色に第２サブ画素領域２２の色が混色する問題が発生
する。
【００５２】
　一方、第１サブ画素領域２１で発光した光が光導波（ｗａｖｅｇｕｉｄｅ）され、バン
ク５の方に光の経路が形成されると、パネルの端（ｅｄｇｅ）で発光したり、第１サブ画
素領域２１の発光効率に寄与できずに消滅する。この場合、パネル輝度の低下および消費
電力上昇の問題が発生する。
【００５３】
　上述したような問題を解決するために、本出願の一例による表示装置１は、反射部８を
含むことができる。
【００５４】
　図１ｂを参照すると、反射部８は、バンク５上に備えられ、有機発光層６と接すること
ができる。反射部８は、有機発光層６で発光した光がバンク５の内部に入射しないようバ
ンク５上に設置され、光を反射させるためのものである。例えば、反射部８は、有機発光
層６で発光して封止層（ＥＬ）の窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）の境界面に反射したり光導波（
ｗａｖｅｇｕｉｄｅ）され、バンク５の方向に移動する光を反射させることができる。し
たがって、反射部８は、第１サブ画素領域２１で発光して第１傾斜面５２の方に移動する
光を反射させて、第１サブ画素領域２１に放出できる。
【００５５】
　反射部８は、メタル（Ｍｅｔａｌ）を含む材質で形成することができるが、これに限定
されず、バンク５の方に移動する光を反射させることができれば、他の材質で形成するこ
ともできる。反射部８がメタル（Ｍｅｔａｌ）を含む材質で形成された場合、他の材質で
形成される場合に比べて、光を反射させる反射率をより高めることができる。
【００５６】
　一方、反射部８が、有機発光層６に接するように配置する理由は、有機発光層６をなす
複数の有機層の少なくとも１つに光異性化有機物を含めてメタルを含む反射部８を有機発
光層６の有機層に容易に蒸着させることができるからである。
【００５７】
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　一例による反射部８は、バンク５の第１傾斜面５２及び第２傾斜面５３上に有機発光層
６と接するように配置することができる。反射部８は、第１傾斜面５２上に配置された第
１反射部８１及び第２傾斜面５３に配置された第２反射部８２を含むことができる。
【００５８】
　第１反射部８１は、第１サブ画素領域２１で発光した光が封止層の境界面で反射したり
光導波され、第１傾斜面５２を介してバンク５の内部に入射しないよう光を第１サブ画素
領域２１に反射させ得る。これにより、本出願の一例による表示装置１は、第１サブ画素
領域２１の色に第２サブ画素領域２２の色が混色することを防止できるだけでなく、バン
ク５の方に移動する光の経路を第１サブ画素領域２１の方に変化させて光損失を防止して
、光効率を向上できる。
【００５９】
　第２反射部８２は、第２サブ画素領域２２で発光した光が封止層の境界面で反射したり
光導波され、第２傾斜面５３を介してバンク５の内部に入射しないよう光を第２サブ画素
領域２２に反射させ得る。これにより、本出願の一例による表示装置１は、第２サブ画素
領域２２の色に第１サブ画素領域２１の色が混色することを防止できるだけでなく、バン
ク５の方に移動する光の経路を第２サブ画素領域２２の方向に変化させて光損失を防止し
、光効率を向上できる。
【００６０】
　図１ｂおよび図１ｃを参照すると、本出願の一例による表示装置１は、反射部８を有機
発光層６の内部に配置することができる。例えば、有機発光層６が複数の有機層からなる
場合、反射部８は、複数の有機層の中でいずれか二つの有機層の間に備えることができる
。図１ｃを参照すると、有機発光層６が、第１電子輸送層６１３を含む第１スタック６１
と、第１スタック６１上に配置されるとともに第２電子輸送層６２３を含む第２スタック
６２と、第１スタック６１および第２スタック６２の間に備えられた電荷生成層６３とを
含む複数の有機層からなる場合、一例による反射部８は、第１電子輸送層６１３の上面６
１３ａに備えることにより、有機発光層６の内部に配置することができる。
【００６１】
　本出願の一例による表示装置１は、第１電子輸送層６１３が光異性化有機物を含むよう
に構成されることで、第１電子輸送層６１３の上面６１３ａに反射部８を配置することが
できる。但し、この例に限定されず、反射部８を有機発光層６に接するように配置するこ
とができれば、第１電子輸送層６１３を除いた他の有機層に光異性化有機物を含ませて有
機発光層６の内部または外部に反射部８を配置することもできる。
【００６２】
　本出願の一例による表示装置１において、反射部８を第１電子輸送層６１３の上面６１
３ａに配置する理由は、第１電子輸送層６１３が、他の有機層に比べて光異性化有機物を
含ませることが容易だからである。したがって、本出願の一例による表示装置１は、第１
電子輸送層６１３の上面６１３ａに反射部８を容易に蒸着させることができるので、他の
有機層が光異性化有機物を含む場合に比べて、完成した表示装置の製造時間を短縮させる
ことができる効果を奏することができる。
【００６３】
　図２ａは、本出願の第２実施例に係る表示装置の概略的な断面図であり、図２ｂは、図
２ａに示した線ＩＩＩ－ＩＩＩの概略的な層構造である。
【００６４】
　図２ａを参照すると、本出願の第２実施例に係る表示装置１は、反射部８が、有機発光
層６の上面に配置することができる。
【００６５】
　例えば、図２ｂに示すように、有機発光層６が正孔輸送層６３１、発光層６３２、およ
び電子輸送層６３３からなる場合、第１反射部８１及び第２反射部８２は、電子輸送層６
３３の上面６３３ａに備えることができる。正孔輸送層６３１、発光層６３２、及び電子
輸送層６３３のそれぞれは、前述した本出願の一例による表示装置１の第１正孔輸送層６
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１１、第１発光層６１２、および第１電子輸送層６１３と一致するので、これらの具体的
な説明を省略する。
【００６６】
　本出願の第２実施例に係る表示装置１は、電子輸送層６３３が光異性化有機物を含むよ
うに構成されることで、反射部８を電子輸送層６３３の上面６３３ａ、つまり、有機発光
層６の上面に容易に配置させることができる。これにより、本出願の第２実施例に係る表
示装置１は、第１サブ画素領域２１または第２サブ画素領域２２で発光した光が隣接する
サブ画素領域に入射することを防止することにより、発光するサブ画素領域の色に発光し
ていないサブ画素領域の色が混色することを防止できるだけでなく、発光するサブ画素領
域の光がバンク５の方に移動する経路を発光するサブ画素領域の方に変化させて光効率を
向上させることができる。
【００６７】
　一方、本出願の第２実施例に係る表示装置１は、反射部８を有機発光層６の上面、つま
り、最も外側に配置させることで、反射部８を有機発光層６の内部に配置させる場合に比
べて、製造工程をより単純化することができ。このため、完成した表示装置の製造時間を
より短縮できる効果を奏することができる。
【００６８】
　また、本出願の第２実施例に係る表示装置１は、反射部８を傾斜面上に配置された有機
発光層６の最外郭に配置することにより、本出願の一例に比べて、有機発光層６で発光し
た光が傾斜面上に配置された有機発光層に入射することをより効果的に遮断することがで
き、混色の発生をより効率的に防止することができる。
【００６９】
　図３は、本出願の第３実施例に係る表示装置の概略的な断面図である。
【００７０】
　図３を参考にすれば、本出願の第３実施例に係る表示装置１は、第１反射部８１をバン
ク５の上面５１まで延在することができる。この場合、第１反射部８１は、バンク５の上
面５１のうちの一側のみを覆うように備えることができる。これにより、第１反射部８１
は、全体的に曲がった形態で形成され、バンク５の第１傾斜面５２のみならずバンク５の
上面５１の一部をカバーすることができる。したがって、本出願の第３実施例に係る表示
装置１は、第１反射部８１が、第１サブ画素領域２１で発光した光がバンク５の第１傾斜
面５２だけでなくバンク５の上面５１の一部を介して入射することを防止することにより
、本出願の一例及び第２実施例に比べて、第１サブ画素領域２１の色に第２サブ画素領域
２２の色が混色することをさらに効果的に防止することができる。
【００７１】
　また、本出願の第３実施例に係る表示装置１は、第２反射部８２をバンク５の上面５１
まで延在することができる。この場合、第２反射部８２は、バンク５の上面５１のうちの
他側のみを覆うように備えることができる。これにより、第２反射部８２は、全体的に曲
がった形態で形成され、バンク５の第２傾斜面５３のみならず、バンク５の上面５１の一
部をカバーすることができる。したがって、本出願の第３実施例に係る表示装置１は、第
２反射部８２が、第２サブ画素領域２２で発光した光がバンク５の第２傾斜面５３だけで
なくバンク５の上面５１の一部を介して入射することを防止することにより、本出願の一
例及び第２実施例に比べて、第２サブ画素領域２２の色に第１サブ画素領域２１の色が混
色することをさらに効果的に防止することができる。
【００７２】
　一方、本出願の第３実施例に係る表示装置１において、第２反射部８２と、第１反射部
８１は、バンク５の上面５１で互いに離隔するように構成されることができる。例えば、
バンク５の上面５１で第１反射部８１と第２反射部８２が接続すると、第１サブ画素領域
２１で発光時に第１サブ画素領域２１の有機発光層６に印加された電流が第２サブ画素領
域２２の有機発光層６に漏洩して、第２サブ画素領域２２でも発光することが起こり得る
。したがって、本出願の第３実施例に係る表示装置１は、第２反射部８２と、第１反射部
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８１をバンク５の上面５１で互いに離隔させることで、隣接するサブ画素領域間における
漏洩電流の発生を防止することができる。
【００７３】
　図３を参照すると、本出願の第３実施例に係る表示装置１は、前記バンク５の上面５１
に延在した第１反射部８１がバンク５の上面５１に平行に配置されるよう構成されるが、
これに限定されず、第１サブ画素領域２１から発光して第１反射部８１に反射した光が前
記第１サブ画素領域２１の方にさらに片寄れるように前記第１反射部８１の延在部分がバ
ンク５の上面５１に対して傾斜するように構成され、または、第１反射部８１の延在部分
の厚さが異なるように構成されることもできる。上述の特徴的構成は、第２反射部８２に
も同様に適用され得る。
【００７４】
　図４ａは、本出願の第４実施例に係る表示装置の概略的な断面図であり、図４ｂは、図
４ａに示した線ＩＶ－ＩＶの概略的な層構造である。
【００７５】
　図４ａを参照すると、本出願の第４実施例に係る表示装置１は、反射部８が複数の層か
らなり得る。例えば、反射部８は、有機発光層６の内部に備えられた第１層８ａ、及び第
１層８ａと離隔して有機発光層６の内部または上面に備えられた第２層８ｂを含むことが
できる。
【００７６】
　図４ｂを参照すると、本出願の第４実施例に係る表示装置１は、有機発光層６が、第１
スタック６１、第２スタック６２、及び第１スタック６１と第２スタック６２の間に備え
られた電荷生成層６３を含んでなる場合、第１スタック６１の第１電子輸送層の上面６１
３ａに第１層８ａが備えられ、第２スタック６２の第２電子輸送層の上面６２３ａに第２
層８ｂが備えることができる。第１スタック６１、第２スタック６２、第１電子輸送層の
上面６１３ａ及び第２電子輸送層の上面６２３ａは、前述した本出願の一例の第１スタッ
ク６１、第２スタック６２、第１電子輸送層の上面６１３ａ及び第２電子輸送層の上面６
２３ａと一致するように構成されるので、これらの詳細な説明を省略する。
【００７７】
　第１層８ａは、第１傾斜面５２上に配置された第１反射部８１、及び第２傾斜面５３上
に配置された第２反射部８２を含むことができる。したがって、第１層８ａは、第１スタ
ック６１の第１発光層６１２で発光した光だけでなく、第２スタック６２の第２発光層６
２２で発光された光がバンク５の内部に入射しないように、反射させることができる。特
に、第１層８ａは、有機発光層６の内部に配置されるので、第２スタック６２の第２発光
層６２２で発光し、光導波（ｗａｖｅｇｕｉｄｅ）により側面に移動する光を有機発光層
６の上面に配置される第２層８ｂに比べて、より効率的に反射させることができる。
【００７８】
　第２層８ｂは、第１傾斜面５２上に配置された第１反射部８１’、及び第２傾斜面５３
上に配置された第２反射部８２’を含むことができる。第２層８ｂは、有機発光層６の上
面に配置されるので、第１スタック６１の第１発光層６１２で発光した光だけでなく、第
２スタック６２の第２発光層６２２で発光した光が、バンク５の内部に入射しないように
１次的に反射させることができる。
【００７９】
　一方、前記第１層８ａは、前記第２層８ｂに比べて、有機発光層６の内側に位置するこ
とで、前記第２層８ｂを透過してバンク５の方に移動する光を２次的に反射させることが
できる。したがって、本出願の第４実施例に係る表示装置１は、反射部８が、第１層８ａ
および第２層８ｂを含む二重構造で形成されることにより、本出願の一例に比べてバンク
５に光が入射することをよりよく防止することができるので、混色をより効果的に防止す
ることができるだけでなく、光効率をさらに向上させることができる。
【００８０】
　図５ａ～図５ｇは、本出願の一例による表示装置の概略的な工程図である。
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【００８１】
　まず、図５ａを参照すると、第１電極４上に第１正孔輸送層６１１、第１発光層６１２
、および光異性化有機物を含む第１電子輸送層６１３を順次に積層して第１スタック６１
を形成する。第１電極４は、基板２および回路素子層３上に配置された状態であり得る。
【００８２】
　次に、図５ｂを参照すると、第１電子輸送層６１３上の反射部８を配置する位置を除い
た残りの部分をマスクで覆った後、ＵＶを照射する。例えば、反射部８を配置する位置は
、発光部を除いた位置であり得、バンク５の第１傾斜面５２及び第２傾斜面５３それぞれ
の上側になり得る。本出願の第３実施例の場合には、バンク５の上面の一部がＵＶに露出
するように、本出願の一例に比べて、マスクのＵＶ照射領域をより広くすることができる
。
【００８３】
　次に、図５ｃを参照すると、第１スタック６１でＵＶを照射した部分が光異性化有機物
によって特性が変化したことを知ることができる。例えば、光異性化有機物により特性が
変化した部分は、第１スタック６１の第１電子輸送層６１３であり得る。
【００８４】
　次に、図５ｄを参照すると、メタル（Ｍｅｔａｌ）を含む反射部８を第１電子輸送層６
１３上に蒸着する。この場合、反射部８は、特性が変化した第１電子輸送層６１３上にの
み蒸着することができる。これにより、反射部８は、有機発光層６の有機層に接すること
ができる。したがって、本出願の一例による表示装置１は、光異性化有機物を用いて反射
部８をバンク５上に容易に蒸着できるだけでなく、蒸着させたい領域のみにＵＶを照射し
て部分的に反射部８を容易に蒸着できる。
【００８５】
　次に、図５ｅを参照すると、第２正孔輸送層６２１、第２発光層６２２、及び第２電子
輸送層６２３を順次に積層して第２スタック６２を形成する。本出願の第４実施例の場合
には、第２電子輸送層６２３が光異性化有機物を含むようにして前述した図５ｂ～図５ｄ
の過程をもう一度繰り返して第２電子輸送層６２３上に反射部８を追加してバンク５上に
反射部８を二重に形成することができる。
【００８６】
　次に、図５ｆを参照すると、第２スタック６２上に第２電極７を形成する。第２電極７
は、第１サブ画素領域２１及び第２サブ画素領域２２の共通層になるように一体に形成す
ることができる。
【００８７】
　以下、図５ｇを参照すると、第２電極７上に封止層（ＥＬ）を形成する。封止層（ＥＬ
）は、少なくとも一つの無機膜と少なくとも一つの有機膜を含むことができる。
【００８８】
　本出願の一例による表示装置１は、光異性化有機物を用いて上述した工程順序によって
有機発光層６の内部および外部の少なくとも一方に反射部８を容易に蒸着させることがで
きる。したがって、本出願の一例による表示装置１は、光異性化有機物を用いずに反射部
８を形成する場合に比べて、完成した表示装置に対する製造の容易性を向上させて製造時
間を短縮させる効果を奏することができる。
【００８９】
　図６ａは、本出願の一例による表示装置を示す例示図であり、図６ｂは、図６ａの収納
ケースの一例を示す例示図である。
【００９０】
　図６ａ及び図６ｂを参照すると、本出願の一例による表示装置１は、収納ケース９、左
眼レンズ２０ａと右眼レンズ２０ｂ、レンズアレイ１０、およびヘッド装着バンド１１を
さらに含むことができる。
【００９１】
　収納ケース９は、基板２を収納し、左眼レンズ２０ａと右眼レンズ２０ｂに基板２の映
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像を提供する。詳細には、収納ケース９は、図６ｂに示すように左眼レンズ２０ａの前に
配置される左眼用基板２ａと右眼レンズ２０ｂの前に配置される右眼用基板２ｂを含むこ
とができる。
【００９２】
　左眼用基板２ａと右眼用基板２ｂは、同じ映像を表示することができ、この場合、使用
者は、２Ｄ映像を視聴することができる。または、左眼用基板２ａは、左眼映像を表示し
て右眼用基板２ｂは、右眼映像を表示することができ、この場合、使用者は、立体映像を
視聴することができる。
【００９３】
　左眼用基板２ａと右眼用基板２ｂのそれぞれは、有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　
Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）であり得る。
【００９４】
　左眼用基板２ａおよび右眼用基板２ｂのそれぞれは、複数のサブ画素領域、第１電極４
、バンク５、第２電極７、および反射部８を含むことができ、各サブ画素領域で発光する
光の色を多様な方法で組み合わせて様々な映像を表示することができる。
【００９５】
　一方、収納ケース９は、図６ｂに示すように左眼用基板２ａと左眼レンズ２０ａ間と、
右眼用基板２ｂと右眼レンズ２０ｂ間にそれぞれ配置されるレンズアレイ（Ｌｅｎｓ　Ａ
ｒｒａｙ、１０）をさらに含むことができる。レンズアレイ１０は、マイクロレンズアレ
イ（Ｍｉｃｒｏ　Ｌｅｎｓ　Ａｒｒａｙ）であり得る。レンズアレイ１０は、ピンホール
アレイ（Ｐｉｎ　Ｈｏｌｅ　Ａｒｒａｙ）に代替することができる。レンズアレイ１０に
より、左眼用基板２ａまたは右眼用基板２ｂに表示される映像は、使用者に拡大して見え
得る。
【００９６】
　左眼レンズ２０ａには、使用者の左眼（ＬＥ）が位置し、右眼レンズ２０ｂには、使用
者の右眼（ＲＥ）が位置することができる。つまり、左眼レンズ２０ａと右眼レンズ２０
ｂは、基板２の前方に配置される接眼レンズに該当する。
【００９７】
　ヘッド装着バンド１１は、収納ケース９に固定される。ヘッド装着バンド１１は、使用
者の頭の上面と両側面を囲むように形成された例を示したが、これに限定されない。ヘッ
ド装着バンド１１は、使用者の頭にヘッドマウントディスプレイ（Ｈｅａｄ　Ｍｏｕｎｔ
ｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ、ＨＭＤ）を固定するためのものであり、メガネフレームの形態や
ヘルメットの形態で形成することもできる。
【００９８】
　以上で説明した本出願は、前述した実施例及び添付した図に限定されるものではなく、
本出願の技術的思想を逸脱しない範囲内で、複数の置換、変形及び変更が可能であること
が、本出願が属する技術分野で通常の知識を有する者にとって明らかであろう。したがっ
て、本出願の範囲は、後述する特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲の意味及
び範囲そしてその等価概念から導出されるすべての変更または変形された形態が本出願の
範囲に含まれるものと解釈されなければならない。
【符号の説明】
【００９９】
　１：表示装置
　２：基板
　３：回路素子層
　４：第１電極
　５：バンク
　６：有機発光層
　７：第２電極
　８：反射部



(15) JP 2020-4724 A 2020.1.9

　９：収納ケース
　１０：レンズアレイ
　１１：ヘッド装着バンド

【図１ａ】 【図１ｂ】
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